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講師 国際柔道連盟 A 級審判員 天野安喜子 先生

リオ五輪後の IJF ルール改正について、上記研修会資料と天野安喜子先生のお話をまとめ、併記しま
す。

流動的な部分も残されており、各所よりご意見ご質問等を収集しながら煮詰めたいところです。

なお、資料部分は黒、メモは赤、個人的な云々は青、追加文言は緑で表現します。

今後、文言の訂正等は必ず発生しますので、再配布等は一報頂けると幸いです。

（いずれも下記アドレスへ）

日本中体連柔道競技部北海道ブロック長

zzr0831@gmail.com あるいはフェイスブック



＜改正の目的と経緯＞

IJFセミナーの方向性（素人が見て面白いことが人気の土台）
①一般人（衆目）にもわかるルール→反則の簡素化

②技で決着→競技としての魅力の増大

オリンピックに出場する選手ともなればネガティブはいないだろう。

↓

であれば技で決着させてやろう

指導は少し様子を見よう

↓

リオの流れ（指導を遅く）を組む

エキサイティングな試合が多く好評であった

↓

8月のブダペストまでは試行期間なので見直しがあるかもしれない
↓

Webページに注目のこと



・男女試合時間 4分→男女混合の団体戦

★有効は技有りに引き継がれる。

・一本はそのまま

・押さえ込み→ 20sec一本… 10sec技有り→合わせ技一本はないので計時係は注意

★決着→技による→ノースコアは GS（ここがミソ）

・GS→勝敗決着するときは合議するが、でなければ主審の判断でよい。

・（ちなみに）スーパー一本→海外では有効に訂正されることが多い。

一般の人がわかりやすいように、

技としての効果を認めて裁く意識がポイント



・反則→（衆目からすると）多すぎて一般受けしない（解りづらい）から減らした。

★「攻撃準備動作」か否かが反則かノーかの判断基準→ピストルもポケットも、ずっと防御あ

るいはネガティブとみなせば指導を与える。

・帯下攻撃→寝姿勢か否かの判断を見極める。

試合巧者がたまたま足取りで負けるのが忍びない。

一度目指導－ 2度目反則負けなので、表示を工夫する必要がある。
ベアハグ＋足取り＝ダブルパンチもあり得る。

・「45秒」→余り意識せず、今までよりは攻撃動作があれば少し長くと理解する。

・袖口指入れはただちに指導とし、ピストルやポケットと区別する（安全第一）

・勝っている方が残り 5秒で故意に場外→反則負け（柔道精神に反する）

・体格差が非常に大きい（無差別、小学生など）とき、たまたま足取りのようになるケース。

→公正公平にペナルティを与えるべき。



★ＩＪＦの方向性は「安全重視」→「危険！」と思ったら反則を！

逃れられない危険な技は反則

・ブリッジ→反則負け…ジェスチャーは？？ 頭をつけて回転してもダメ

・脇固め→体を預けたら反則負け

・袖釣り込み腰→腕が決まる、後頭部を強打する…落ち方によってはペナルティ？

・小学生の試合→片膝背負いで首をひねるような場面が危険→福井県では反則として申し合わ

せている。



★

★

・技を掛けきることができるようにするのが狙い。

・倒されているにも関わらず技を継続するということはなくなる。



・国際大会会場において日本選手が誉められている。

→（自然に自ずと）柔道衣を直しながら開始線に戻る。



Q A

①（記憶違いでなければ）前回改正のとき川口先

生が「審判は試合開始 30 秒で優劣を見極め、1
枚目のカードを切る（指導を与える）べきだ」と

おっしゃったが、このあたりの表現はどうなるか。

② IJF ルールの勉強をしたく、なにか良い動画サ
イトなどないか。

＜更新履歴＞

① 2017/02/22 取り急ぎメモをまとめ、アップします。

② 2017/02/23 Q&A枠を設けました。


